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注意事項 

 

１．答案用紙の記入にあたっては、黒鉛筆またはシャープペンシルを使用する

こと。 

２．答案はすべて答案用紙に記入し、提出すること。 

３．答えの欄には、各問につき、１つだけ番号を記入すること。 

４．点数は 100点をもって満点とし、問１が 20点(5問で各 4点)、問 2が 20点

(5問で各４点)、問 3が 20点(1問で 20点)、問 4が 20点(1問で 20点)、問

5が 20点(1問で 20点)とします。 
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１．指宿の歴史  

近世指宿について、説明されている次の文中の空欄を埋めなさい。 

〔１〕①天正１５年(１５８７)頴娃郷清見で農民の反乱が起きた。頴娃郡・指宿郡を治めていた領

主頴娃
え い

久
ひさ

虎
とら

が鎮圧に向かう途中に落馬し、それが原因で死亡した。息子の久音
ひさぶえ

が家督を継いだ

が、翌天正１６年、突然谷山に所領変えされ、それ以降、指宿、頴娃、山川は（島津氏）の直轄

地となった。 

〔２〕（山川港）の重要性から、文禄元年（１５９２）に揖宿郡から福元村、成川村を分離して一

郷として山川郷がつくられた。その後、頴娃郡から大山村と岡児ケ水を分離して山川郷に編入し

た。 

〔３〕延享元年(１７４４)、藩主島津
しまづ

継
つぐ

豊
とよ

の命により、弟忠郷に和泉家を継がせ、今和泉島津家が

成立。同時に揖宿郡から小牧村、岩本村、新西方村を分離し、頴娃郡から利永・上野・池田を分

離して（今和泉郷）がつくられた。 

〔４〕財政難にあえぐ薩摩藩を（天保改革）(１８３０～１８４３)で支えたのは、指宿の海商たち

だった。山川港を中心に黒砂糖交易や禁制品の海産物・昆布等の貿易で資金を稼いでいた。 

〔５〕幕末期の船主と総反帆数をまとめた資料によると、指宿の浜崎太平次が１７０反帆、黒岩藤

一郎が５６反帆、山川の（河野覚兵衛）が３２反帆、勢左衛門が５１反帆等と記載されている。 

 

２．指宿の文化 

指宿の文化について〔１〕～〔５〕の文中にあてはまる語句を記入しなさい。 

〔１〕明治１年３月、政府が神仏分離令を発布した。薩摩藩では、これが廃仏毀釈までに発展し、

寺が打ち壊され、仏像や仏宝などが焼かれた。指宿でも、枚聞神社に隣接してあった（瑞応院）

や山川の正龍寺、指宿の長勝院をはじめ、由緒ある寺院が無くなった。 
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〔２〕西指宿中学校の校歌には「鬼門
きもん

平
たいら

の屏風岩
びょうぶいわ

、はぜの紅葉
もみじ

が陽
ひ

に映える、岩の 体
からだ

と岩の意

志、ここに鍛えて天ヶ平」とある。この歌詞を作ったのは、長野県出身で鹿児島県立図書館長を

約２０年間務めた作家の（椋
むく

鳩
はと

十
じゅう

）氏である。 

〔３〕指宿にやってきた３人の文人墨客が詠んだ短歌の歌碑が市内にあるが、この歌碑のある施設

名は（砂むし
す な む し

会館
かいかん

砂
すな

楽
らく

）である。 

 

 

 

 

 

与謝野晶子歌碑 

 

 

 

                 

 

 

 斎藤茂吉歌碑 

  

 

 

 

 

 

 菊池幽芳歌碑 
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〔４〕薩摩が生んだ幕末の豪商 第８代濵﨑太平次の 頌
しょう

徳
とく

碑
ひ

は昭和７年６月１５日に太平次翁の７

０年忌にあたって建立された。 

公爵島津忠重（第３０代当主）書があり、隣にある撰文には「正３位勲２等侯爵 大久保利武

撰」と刻まれている。この神社は第５代湊太左衛門が寛政年間（１７８９～１８００）に創建し

たといわれている。 

この 頌
しょう

徳
とく

碑
ひ

のある神社の名は（稲荷
い な り

神社
じんじゃ

）である。 

 

〔５〕明治６年１０月「征韓論」の論争に敗れた西郷隆盛は、野に下り故郷に私学校や吉野開墾社

を開き、山野で狩猟、温泉湯治、読書瞑想の日々を過ごしていた。明治７年２月中旬、従者二人

と猟犬13頭を連れ、突然鰻温泉に湯治に来たが、そこへ佐賀の乱に敗れた江藤新平が西郷の決起

を促すためにやってきた。そのときのエピソードを、明治４３年に書き残したのは、明治２３年

から２５年にかけて第４・５代海軍大臣つとめた、鹿児島の軍人（樺山
かばやま

資紀
すけのり

）である。 
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 ３．指宿市の自然 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜論述問題＞ 

指宿市の火山地形について次の４つの語句を使い２５０字程度で説明しなさい。 

①池田湖 

②縄文時代後期 

③火山学者の松本唯一博士 

④火山の博物館 
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産業経済 

４．指宿の交通  ＪＲ指宿枕崎線 

＜論述問題＞ 

鹿児島中央駅と指宿を結ぶ観光特急「指宿のたまて箱」（愛称「いぶたま」）について２５０字程

度で説明しなさい。 

説明の中には次の５つの項目に触れなさい。 

 

①営業開始年    

②九州新幹線鹿児島ルート 

③デザイン、車体の特徴 

④乗降口上部の仕掛け 

⑤ネーミングの由来 

 

５．九州電力山川地熱発電所 

＜論述問題＞ 

九州電力山川発電所について２５０字程度で説明しなさい。 

説明の中には次の５つの項目に触れなさい。 

 

①営業開始年   

②井戸の深さ   

③蒸気の量    

④出力 

⑤立地 

 


